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私たちは、エックス線画像やCT画像などを用いて、口腔・顎顔面領域の骨などの硬組
織の病態に対する診断をはじめ、治療や予防の効果判定などに取り組んでいます。
加齢に伴って発症する骨粗鬆症などの骨に関連する病態の診断には、骨強度の測定
はもとより、骨強度を規定する骨量と骨質を精密に解析し、総合的に評価する必要が
あります。

・ 骨粗鬆症の診断
・ 骨疾患治療に有効な医薬品の評価
・ 骨の健康を維持する食品の評価
・ 肌の状態を改善する化粧品の評価

研究の内容・特徴・独自性
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社会実装の可能性 アピールポイント

本研究に関する知的財産

・ マイクロCTを用いた「骨構造」解析。
・ DXA、pQCTを用いた「骨量」測定。
・骨強度試験機を用いた「骨の力学的特性」の解析。
・モルフォロジー解析を用いた「骨質」の解析

エックス線画像解析による骨質の評価を簡易的に行う手法
は当研究室が独自開発したものです。 この簡便で汎用性が
高い画像解析手法はエックス線画像以外にも応用可能です。

骨粗鬆症は、骨量（骨密度）の低下と骨質の劣化の
双方が影響しあって、骨の強度が弱くなり、骨折のリスクが
高まる疾患です。骨質は骨の微細構造や代謝回転バラン
スなどにより左右されます。
骨の強度に大きな影響を与えている骨の構造や骨量、

骨質などについて精密に解析し、総合的に評価する主な
技術は次のとおりです。

私たちは、上述した画像解析技術や計測評価技術を
活用し、骨粗鬆症の予防など健康な骨を維持するため
の新しい食品素材や薬剤に関する研究を動物実験レ
ベルで進めており、有効なものについての小規模な臨床
試験も行っています。

上述した骨の精密解析評価技術は、お肌（皮膚表層）の微細な構造解析にも適用可能で、新規
開発した化粧品の評価にも応用されています。


